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◆感染防止対策内容

◆効果／狙い

◆困り事/苦労/工夫

・健康チェック表に体温と食堂テーブルNO
項目追加
・行動履歴表作成使用

・日々の体温測定 定着化
・濃厚接触時の行動履歴明確化

・個々に体調管理の重要性を伝える

元町工場　健康管理票
（終了時の提出日）平成     年     月     日

現所属 従業員ｺｰﾄ／氏名 □ 新規配属者 主な作業内容 本人
部 （新人 ・ 期間 ・ 応援 ・ 派遣）

課 □ 所属ｺｰﾄﾞ ・職位変更者

組 □ 昇格者

応援時記入    元職場： 部 課 組 □ 作業者 ※期間満了日に本人の確認印を押す

・下記症状欄で※印に該当する症状の訴えがある場合については▲一つでも受診

 組長ﾁｪｯｸ ・▲が２日続いている

・握力の低下が２０％以上ある（記録されている最高値と比較）

※顔色が悪い、頭痛がある ※起床時、指の引っ掛かりがある ・肩、腕がおもい ・朝、腰がおもい

※めまい、吐気、下痢がある ※始業前、指の引っ掛かりがある ・腕のひねり、肘の曲げで痛む ・前屈するのがきつい

※汗の量が多い ・朝、指の屈伸時に違和感がある ・腕を上げると痛む ・腰を動かすと痛い

※筋肉のケイレンがある ・屈伸すると痛みあり ・深呼吸時、胸背部に違和感がある ※足にしびれがある

※作業に支障をきたすような ・朝、シビレがある ・挙上時、胸背部に違和感を感じる ※膝の屈伸時の痛み、歩行異常

  疲労感がある ・胸背部で痛い個所がある ※湿疹等炎症がある

※各内容に当てはまる場合はチェック欄に記入するとともに、体調等良くないと判断した時はその都度申し出る。   手指については朝、起床時の症状有無も確認する。

 ▼身体各部位の症状有無の確認と握力を測定し下記に記入する。（ 症状なし ⇒ ○   症状あり ⇒ ▲ ）、朝食を摂取した場合は、 ○印  未摂取の場合は ×印 を記入

部位

体調

手・指・手首

頚・肩・腕

胸

背・腰部

足

皮膚

衣服の汚れ

朝食の摂取

前日の睡眠時間

組長確認ｻｲﾝ

（毎日）

工長確認ｻｲﾝ

（週１回）

  ■異動者、昇格者は共に２ヶ月後と３ヶ月後に別紙『異動者・昇格者健康管理票』に基づき健康チェックを実施して下さい。

  ＜健康チェック実施者＞   ・EX、一般 ⇒ 組長     ・SX、組長 ⇒ 工長     ・CX、工長 ⇒ 課長

テーブルNO

体　温

職場

上司印

異
動
・
昇
格
者
等
の
健
康
確
認
票

2ヵ月

後実施／／ ／ ／／／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／ ／

腰部

／ ／ ／ ／／／

下肢

皮膚

／／

本人記入
（始業前）

救急処置室へ
TEL：６－２１９５

体調
頚・肩

腕
手・指
手首

／／ ／／／ ／ ／

年令 内線番号

／ ／ ／／ ／

課長 工長 組長

工長による問診

（結果裏面）

／／ ／ ／ ／／

配属日 満了日

健康チェック表

行動履歴表

【参考事例①】
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【参考事例②】

◆感染防止対策内容

管理シートにて朝夕の体温入力と体調、
平均体温で管理を実施

◆効果／狙い

朝礼にて体調確認と朝の体温確認から、
管理シートで見える化
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【参考事例③】
◆感染防止対策内容

EXCELでまとめシートを作成し
部下の異常値を、セル色・マーク等で、一目でわかるようにした

◆効果／狙い

以前は、毎日、出勤前・帰宅後に、体温測定した結果を紙 or データに入力。上司は、
部下全員の内容を1人1人見るのに時間がかかるため、確認モレ等につながるリスクを低減

＜個人入力シート＞

情報
集約

＜まとめシート＞

名前をクリックすると
個人ファイルが開く

上司は、１人１人
チェックするのが大変・・

なにか症状がある
場合、“●”がつく


